
子
泣
か
し
天
狗
ま
つ
り

　
「
泣
く
子
は
育
つ
」
と
い
う
言
葉

に
ち
な
み
、「
鬼
が
城
」
か
ら
広
見

の
里
に
下
り
て
き
た
天
狗
が
、
一

歳
前
後
の
乳
幼
児
を
父
母
か
ら
預

か
っ
て
抱
く
と
、
子
ど
も
は
怖
く

て
泣
き
だ
し
、「
よ
く
泣
く
子
ほ

ど
、
よ
く
育
つ
」
と
い
う
い
わ
れ

が
伝
わ
る
。
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平
成
二
十
七
年
の
年
頭
に
当
た

り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

円
安
基
調
に
伴
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
地
方
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
経
営
は
、
長
期
に
渡
り

圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
元
消
費
者
の
購
買
意
欲
は
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
我
々
商
工
会
地

域
に
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効

果
が
ま
だ
ま
だ
及
ん
で
い
な
い
状

況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
六
月
、
小

規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
成
立
お

よ
び
小
規
模
支
援
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
規
模
企
業
に
関
す
る
施
策
の

効
果
検
証
等
を
図
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の

構
築
や
商
工
会
に
お
け
る
支
援
機

能
の
強
化
、
地
方
公
共
団
体
の
役

割
が
明
確
化
さ
れ
、
小
規
模
事
業

者
の
成
長
発
展
の
み
な
ら
ず
、
持

続
的
発
展
に
対
す
る
振
興
策
が
講

じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

連
合
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
法
律
を
組
織
的
に
活
か
し
、

商
工
会
の
新
た
な
支
援
体
制
の
構

築
や
経
営
発
達
支
援
事
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
支
援
機
能
の

強
化
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
政
府
の
主
要
政
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
地
方
の
創
生
が
打

ち
出
さ
れ
て
お
り
、
今
こ
そ
、
商

工
会
は
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体

と
し
て
、
ま
た
経
営
支
援
機
関
と

し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
商

工
業
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
商
工
会
全
職

員
が
新
た
な
意
識
改
革
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
県
下
一
万
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
旧
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
商
工
会
組
織
を
あ
げ
て
要
望

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
「
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
」が
成
立
し
、

地
域
と
と
も
に
歩
み
、
地
域
を
支

え
て
き
た
小
規
模
企
業
に
光
が
あ

た
る
確
か
な
道
が
拓
か
れ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

基
本
法
の
早
期
制
定
に
向
け

て
、
百
十
一
万
の
署
名
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
を
は
じ
め

関
係
者
の
皆
様
に
、
改
め
て
こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
は
基
本
法
に
基
づ
き
、
地

域
で
懸
命
に
自
助
努
力
を
続
け
る

小
規
模
企
業
の
苦
労
が
報
わ
れ
る

よ
う
な
政
策
を
必
ず
実
現
す
べ
く

邁
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
来
、
我
が
国
経
済
は
、
株

価
の
回
復
等
の
明
る
い
兆
し
が
見

え
る
も
の
の
、
円
安
に
よ
る
原
材

料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
等

に
よ
り
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の

苦
境
は
続
き
、
特
に
、
地
方
の
小

規
模
企
業
に
と
っ
て
は
、
景
気
回

復
の
実
感
を
得
て
い
る
と
は
言
え

な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、商
工
会
は
、

組
織
活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

小
規
模
企
業
が
有
す
る
技
術
や
技

能
を
掘
り
起
こ
す
た
め
の
徹
底
し

た
巡
回
訪
問
は
も
と
よ
り
、
技
術

や
ア
イ
デ
ア
を
製
品
化
す
る
た
め

の
企
業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
提

案
な
ど
会
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
支
援
能
力
向
上
に
努
め
、
地
域

の
支
援
機
関
の
中
核
と
し
て
一
層

の
努
力
・
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員

の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
、
今
年
が
明
る
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年　

元
旦

年
頭
の
ご
挨
拶

愛
媛
県
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
村
上
　
友
則

全
国
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
石
澤
　
義
文

「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）のご案内
　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資
制度です。お子さま１人につき350万円以内を、固定金利（年2.25％（平
成26年11月10日現在））で利用でき、在学期間内は利息のみのご返済と
することができます。
〈お問合せ先〉　日本政策金融公庫　　松 山 支 店　089−941−6148
　　　　　　　国 民 生 活 事 業　　宇和島支店　0895−22−4766
　　　　　　　　　　　　　　　　　新居浜支店　0897−33−9101

●
●
●

認
定
支
援
機
関
の
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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昨
年
十
一
月
二
十
日
（
木
）、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
、
第
五
十
四
回

商
工
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
県
か
ら
は
二
十
五
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
石
澤
全
国
商
工
会
連

合
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
、
宮
沢
経
済
産
業
大

臣
か
ら
の
祝
辞
、
多
方
面
か
ら
の

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
意
見
表
明
が
行
わ
れ

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
営
改
善
普
及
事
業
に
貢
献
の

あ
っ
た
団
体
・
個
人
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
県
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

寺
井
政
博（
越
智
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

津
吉
善
三（
越
智
）、
阿
部
鈴
子

（
砥
部
町
）

【
優
良
青
年
部
】

　

東
温
市
商
工
会
青
年
部

【
優
良
女
性
部
】

　

双
海
中
山
商
工
会
女
性
部

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

山
内　

弘
、
曽
我　

博（
土
居

町
）、
関
野
邦
夫（
周
桑
）、
大

木
光
俊
、
白
石
公
明（
越
智
）、

村
上
博
典（
し
ま
な
み
）、
濱
田

智
洋（
上
島
町
）、
上
原
勇
作
、

渡
部
倬
也（
北
条
）、
俊
成
慶
久

（
中
島
）、
越
智
俊
充
、
桐
山
高

義
、
上
本
ト
ク
子（
東
温
市
）、

川
中
英
明
、
鶴
田
信
吾（
松
前

町
）、加
藤
昭
夫
、山
口　

猛（
砥

部
町
）、
久
保　

榮
、
玉
井
敬

三（
双
海
中
山
）、
東　

敦
弘
、

藤
田
宗
三（
長
浜
町
）、
神
山
俊

雄（
内
子
町
）、
新
井
孝
行（
保

内
町
）、
木
下
長
治（
吉
田
三

間
）、
平
田　

稔
、
高
橋
一
見
、

濱
田
博
文
、
埜
下
浩
孝（
愛
南

町
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

伊
藤
重
紀（
砥
部
町
）、
佐
賀
山

祐
治（
越
智
）、
大
森
典
古（
鬼

北
町
）、
古
都
喜
久
子（
内
子

町
）、
亀
田
哲
也（
連
合
会
）

【
優
良
青
年
部
】

伊
方
町
商
工
会
青
年
部
、
鬼
北

町
商
工
会
青
年
部
、
愛
南
町
商

工
会
青
年
部

【
優
良
女
性
部
】

吉
田
三
間
商
工
会
女
性
部
、
鬼

北
町
商
工
会
女
性
部
、
越
智
商

工
会
女
性
部

【
青
年
部
功
労
者
】

忽
那　

圭（
北
条
）、
加
藤
裕
介

（
長
浜
町
）、
兵
頭
史
達（
保
内

町
）

【
女
性
部
功
労
者
】

中
司
み
な
え（
し
ま
な
み
）、
松

本
京
子（
保
内
町
）

※�

職
員
の
所
属
商
工
会
は
、

　
　
　

平
成
二
十
五
年
度
末
時
点

　

昨
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
、
久
万
高
原
町
、
愛
南
町
、
し

ま
な
み
の
三
商
工
会
に
お
い
て
、

「
経
営
計
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
経
営
者
の

発
想
か
ら
変
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
参
加
者
は
、
自
社
の
将
来
に

想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

経
営
計
画
書
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、商
工
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

第
54
回

商
工
会
全
国
大
会

「
経
営
支
援
計
画
書
」の

作
成
を
支
援
し
ま
す

　11月16日（日）、県下３商工会にお
いて実施し28名が合格（受験者数46
名）しました。

◦満点合格
　　８級　大西　敦也（西予市）
　　９級　伊藤　俊介（久万高原町）

第175回珠算検定結果
冬季の節電・省エネルギー対策のお願い

　四国電力管内では、厳冬となることを想定した上で、
瞬間的な需要変動に対応するために必要とされる予備率
３％以上を確保しなければ、大規模なトラブルが発生し
た場合、安定供給が出来ない可能性が懸念されます。
　平成27年３月31日までの平日においては、特に節電へ
のご協力をお願いします。

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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第
十
六
回
商
工
会
青
年
部
全
国

大
会
が
、
十
一
月
十
二
日
、
新
潟

県
・
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
義
心
伝
心
」
～
今
こ
そ
翔
け 

さ
ら
な
る
躍
進
の
た
め
に
～
を

テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
約
三
千
名

の
青
年
部
員
が
参
加
し
、
愛
媛
県

か
ら
も
四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
全
国
商
工
会

青
年
部
連
合
会
の
宮
本
会
長
か

ら
、「
商
工
会
青
年
部
よ
、
今
こ

そ
覚
悟
を
も
っ
て
立
ち
上
が
ろ

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
部
が
、
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
底
力
の

あ
る
経
営
者
の
育
つ
場
と
な
ろ

う
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
者
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が

開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
東
北
・

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
山
田
岳

彦
さ
ん
（
宮
城
県
）
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
旧
山
古
志
村
長
で
衆

議
院
議
員
の
長
島
忠
美
氏
に
よ
る

基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「『
言
葉
』よ
り『
行
動
』～
リ
ー

ダ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
二
〇
〇
四
年
の
新
潟
県
中

越
沖
地
震
で
壊
滅
的
な
被
害
を

被
っ
た
旧
山
古
志
村
の
復
興
か
ら

見
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
青
年
部
員
へ
商

品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
商
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
商
談
会
で
は
、
本
県
か
ら

束
村
会
長
が
自
身
の
旅
行
商
品
に

つ
い
て
発
表
し
、
公
私
と
も
に
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
交
流
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資

質
と
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
全
国
の
参
加
部
員
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

第
十
六
回
商
工
会
女
性
部
全
国

大
会
が
、
十
月
二
十
二
日
、
福
岡

県
・
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
歴
史
の
ふ
る
さ
と
、
ア
ジ
ア

の
玄
関 

福
岡
へ
よ
う
こ
そ
～
女
性

の
魅
力
で
輝
く
未
来
を
！
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
約
三
千
名

の
女
性
部
員
が
参
加
し
、
本
県
か

ら
も
五
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
全
国
連
石
澤

会
長
よ
り
、
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
及
び
小
規
模
支
援
法
の
概
要

と
商
工
会
の
役
割
も
含
め
た
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
事
業
表
彰
も
行
わ

れ
、ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
顕
彰
、

部
員
増
強
運
動
、
女
性
部
カ
ー
ド

必
携
促
進
運
動
等
、
合
わ
せ
て
十

二
県
女
性
連
、
十
八
女
性
部
、
二

個
人
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者

に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
永
原
美
紀
さ
ん
（
福
岡

県
）
が
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
山
口
酒
造
十
代
目
女

将
の
山
口
怜
子
氏
に
よ
る
基
調
講

演
が
行
わ
れ
、「
一
本
の
酒
か
ら
」

を
テ
ー
マ
に
、
嫁
ぎ
先
の
酒
蔵
で

の
、
当
時
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た

日
本
酒
業
界
と
の
関
わ
り
が
、
自

身
の
人
生
に
い
ろ
ん
な
出
会
い
や

チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
例
に
挙
げ
、「
ど
ん

な
依
頼
で
も
で
き
る
限
り
引
き
受

け
れ
ば
、
楽
し
い
こ
と
が
待
っ
て

い
る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
移
動
研
修
で
は
、
柳
川

市
を
中
心
に
訪
問
し
、
当
市
女
性

部
の
方
々
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
川
下
り
で
は
、
ど
ん
こ

舟
に
乗
り
込
み
、
狭
い
橋
の
下
を

潜
る
た
び
に
歓
声
が
わ
き
、
船
頭

さ
ん
の
歌
に
旅
情
を
く
す
ぐ
ら
れ

ま
し
た
。
ず
っ
と
笑
顔
で
寄
り

添
っ
て
頂
い
た
地
元
部
員
の
み
な

さ
ん
と
良
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

青
年
部
全
国
大
会

女
性
部
全
国
大
会

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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穂
田
琉
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
に
こ
ま

る
、
あ
き
た
こ
ま
ち
の
四
品
種
の

お
米
を
生
産
し
て
お
り
、「
穂
田

琉
米
（
ほ
た
る
ま
い
）」
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
商
標
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

味
・
安
全
・
品
質
す
べ
て
に
こ

だ
わ
り
、
全
国
流
通
を
目
指
し
、

個
人
販
売
の
ほ
か
産
直
市
や
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

夏
目
漱
石
や
正
岡
子
規
も
訪
れ

た
白
猪
の
滝
な
ど
の
き
れ
い
な
水

と
棚
田
で
生
産
さ
れ
た
お
米
で
、

「
に
こ
ま
る
」
が
昨
年
の
米
食
味

コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
の
都
道
府

県
代
表
お
米
選
手
権
で
「
特
別
優

秀
賞
」
を
、
す
し
米
コ
ン
テ
ス
ト

国
際
大
会
で
は
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」

が
、「
特
Ａ
ラ
ン
ク
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
穂
田
琉
米
を
使
っ
て

い
た
だ
く
お
店
が
繁
盛
店
と
言
わ

れ
る
よ
う
最
良
の
お
米
作
り
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。穂

田
琉
フ
ァ
ー
ム

代　

表　

坂
本
憲
俊
さ
ん

東
温
市
河
之
内
四
九
五
〇

−

一

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

我
社
の
逸
品

　日本初の魚肉ソーセージは、八幡浜で誕生しました。
　弊社で発見された古い開発記録に基づき、八幡浜港に水揚げされた新
鮮なアジを石臼と杵による製法にまでこだわって再現した元祖・魚肉
ソーセージです。

商
工
会
が
行
う
販
路
開
拓
支
援
事
業
を
活
用
し
ま
し
ょ
う



− 6−

2015/01No.280

備
え
て
安
心
、
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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串　

広広
瀬　

虎
太
郎
く
ん

西
予
市
宇
和
町
卯
之
町

　　
（
西
予
市
立
田
之
筋
小
学
校
六
年
生
）

 

「
ぼ
く
の
夢
」

　

ぼ
く
の
夢
は
、
旅
客
機
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
き
っ
か
け
は
、
去
年
初
め

て
飛
行
機
に
乗
り
機
体
が
大
き
く

ゆ
れ
て
心
配
だ
っ
た
と
き
、
機
長

の
冷
静
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
安
心
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

ぼ
く
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
い
う
職

業
に
強
い
驚
き
と
あ
こ
が
れ
を
持

ち
、
飛
行
機
の
本
を
読
ん
だ
り
お

父
さ
ん
に
空
港
に
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
展
望
台
で
見
学
し
て

い
る
と
飛
行
機
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
ぼ
く
に
手
を

ふ
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
く
な
り
、

夢
が
も
っ
と
ふ
く
ら
み
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
人
の
命
を
預
か
る

大
変
な
職
業
で
す
。

　

そ
れ
で
も
ぼ
く
は
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が

楽
し
く
安
全
に
笑
顔
に
な
れ
る
よ

う
な
操
じ
ゅ
う
を
し
て
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
し
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
景
色
を
見
た
い
で
す
。
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
最
後
ま
で
努

力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
い
つ
か
ぼ
く
も
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
か
ら
手
を
ふ
り
ま
す
。

　
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」

は
、
中
小
企
業
の
約
九
割
を
占
め

る
小
規
模
事
業
者
を
「
日
本
経
済

を
支
え
る
重
要
な
存
在
」
と
捉
え

直
す
大
き
な
指
針
と
し
て
、
昨
年

九
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
ミ
ラ
サ
ポ
」
に
、
同
法
の
四
つ

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
が
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
小
規
模
な
ら
で
は

の
き
め
細
か
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者
が
活
躍
で
き

る
環
境
を
整
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
地
域
の
雇
用
や
生
活
を
支
え

る
事
業
者
が
、
地
域
の
様
々
な
需

要
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
環
境
や
生
活
の
変
化
に
合
わ

せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
構
築

を
支
援
し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
小
規
模
事
業
者
が

女
性
、
若
者
、
シ
ニ
ア
等
多
様
な

人
材
を
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
と
い
う
点
で
す
。
大
企
業

に
比
べ
人
数
が
少
な
い
小
規
模
事

業
者
で
は
、
一
人
一
人
の
人
材
が

よ
り
重
要
と
な
り
ま
す
。
小
規
模

事
業
者
が
事
業
を
支
え
る
人
材
を

確
保
し
、
育
成
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
小
規
模
事
業
者
を

「
地
域
経
済
」
の
担
い
手
と
し
て

捉
え
る
と
い
う
点
で
す
。
事
業
を

「
維
持
」「
持
続
」
し
て
き
た
小
規

模
事
業
者
を
、
地
域
を
支
え
る
重

要
な
存
在
と
位
置
づ
け
、
地
域
活

性
化
に
貢
献
す
る
よ
う
な
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
以
上
三
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
実
現
で
き
る
よ
う
な
具
体

的
な
支
援
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。
全
国

の
商
工
会
が
小
規
模
事
業
者
に
寄

り
添
っ
て
相
談
に
応
じ
る
体
制
を

整
え
、
ま
た
関
係
省
庁
や
地
方
公

共
団
体
、
他
の
支
援
機
関
と
も
連

携
し
て
事
業
者
が
事
業
を
充
実
で

き
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

整
え
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
昨
年
よ

り
個
別
の
施
策
な
ど
が
順
次
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
経
営
に
役

立
て
た
い
も
の
で
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
で
経
営
の
合
理
化
を
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□商工会だより　原稿サイズ：横 173㎜×縦 92㎜（カラー）
本年も、商工会をよろしくお願い申し上げます。

  

商
工
会
名
　
　
　 

会
　
長

土
居
町
　 

好
井
幸
三
郎

周
　
　
桑
　 

関
野
　
邦
夫

越
　
　
智
　 

寺
井
　
政
博

し
ま
な
み
　 

村
上
　
友
則

上
島
町
　 

倉
本
　
睦
男

北
　
　
条
　 
篠
原
　
成
行

中
　
　
島
　 
石
橋
　
　
博

東
温
市
　 

越
智
　
俊
充

久
万
高
原
町
　 

沼
田
　
洋
一

松
前
町
　 

三
好
　
　
茂

砥
部
町
　 

大
西
　
　
光

双
海
中
山
　 

久
保
　
芳
文

長
浜
町
　 

戎
　
　
範
久

川
　
　
上
　 

上
岡
　
　
茂

内
子
町
　 

酒
口
　
　
強

保
内
町
　 

若
松
　
　
勲

伊
方
町
　 

廣
瀨
　
秀
晴

西
予
市
　 

酒
井
宇
之
吉

吉
田
三
間
　 

薬
師
寺
浩
幸

津
島
町
　 
西
﨑
　
　
徹

鬼
北
町
　 

岡
本
　
國
和

松
野
町
　 

加
藤
　
勝
恵

愛
南
町
　 

平
田
　
　
稔

県
青
連
　 

束
村
　
温
輝

県
女
性
連
　 

西
岡
千
代
子

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う


